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乳幼児をもつ父親の意識調査
　乳幼児をもつ父親の育児ネットワークの実態調査をおこなうため、0.3歳児の子どもをもつ父親を対象
にアンケート調査を実施した。配布は、2015年7月から8月にA県B市C市で実施された乳幼児健診および
発達相談の場で行い、後日郵送で回収した。質問紙の配布数は450部，回収数は126部（回収率28％）で
あった。父親が家族以外と子どもについて話をする場合の対象やその頻度について、また、育児支援サー
ビスの利用等について尋ねた。その結果、子どもの話をする父親の方が、夫婦関係をよくとらえ、父親で
あることを肯定的にとらえていることがわかった。父親にとっても子どもに関する話ができる交友関係の
構築が必要であることが示唆された。 
 
キーワード：育児支援・父親支援・育児ネットワーク・ワークライフバランス 
問題・目的 
　近年，女性の社会進出や少子化，核家族化など
様々な要因に伴い育児環境が変化してきている。
これまで、「父親は外で仕事，母親は家で育児家事」
という考え方が強くあったが，母親も仕事をもつ
ことで自然に父親への育児家事分担が求められる
ようになってきた。 
　また女性の社会進出は，晩婚化，少子化問題へ
とつながる。厚生労働省はその対策として，「子ど
も・子育てビジョン（2010）」を策定した。この
政策では4本柱の一つとして，「男性も女性も仕事
と生活が調和する社会」ワーク・ライフ・バラン
スの実現を掲げ，長時間労働者の削減や男性の育
児休業取得率・男性の育児家事関連時間の向上に
具体的な目標値を設定するなど男性の育児参加の
促進を目指している。育児環境の変化に伴い，働
き方や育児の在り方の見直しが徐々になさなれて
きているが，男性の育児休業取得率は2014年の
時点で2.30％であり，成果としてまだ十分とは
いえない。 
　これまでの育児不安研究から，中谷（2008）
は母親が育児不安に陥る要因を父親の存在と育児
のネットワークの二つに整理した。母親の日常生
活を支えるネットワークの広さや深さ，人間関係
の広がりに対する認知など育児のネットワークが
育児不安を軽減させ，父親が育児家事行動をして
いる方が母親の育児不安度は低くなるという。ま
た父親の育児家事行動は，母親の育児不安を低減
させるだけでなく，子どもの発達や父親自身の発
達に影響を与えることが明らかにされている（牧
野，1996）。森下（2006）は，父親の発達とい
う視点から父親になることによる変化として，「家
族への愛情」，「責任感や冷静さ」，「子どもを通して
の視野の広がり」，「過去と未来への展望」，「自由の
喪失」の5つの因子からなる尺度を作成した。そ
の尺度を用いて父親が子どもとの関わりを通して
どのような変化を遂げるのかを育児関与の頻度と
個人的要因，家族的要因，職場要因の3要因から
検討した。その結果，父親になることによる発達
は，育児関与により促され，育児関与は親役割を
受容していることや夫婦関係に満足していること
など個人的要因，家族的要因，職場要因により促
されることが示された。 
　冬木（2008）の調査では，育児にかかわるこ
とで父親にも育児ストレスや育児不安があること
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した後，交友関係の中で子どもの話をする頻度を
「話をする群」，「話をしない群」に分け，父親の発
達とそれに関わる各要因をｔ検定による群比較を
おこなった。 
4. 倫理的配慮 
　研究協力の説明・依頼は書面と口頭で行い承諾
が得られた場合のみ質問紙を配布した。研究への
協力は自由意志であること、研究協力を承諾した
場合でも断る権利があること、本研究以外にデー
タを使用しないこと、匿名性であることを説明し
た。 
 
結果 
　質問紙は450部配布した。そのうち126部回収
し，回収率は28％であった。（表１）。 
  
 
1. 父親の交友関係 
　家族以外に子どもに関する話をする頻度につい
て尋ねた（図1）。「よくする」が24.8％，「たまに
する」が47.2％，「あまりしない」が16.0％，「し
ない」が12.0％であった。このうち，よくする・
たまにするを「話をする群」，あまりしない・し
ないを「話さない群」とした。 
 図1　話をする頻度 
　話をする場合，「子どもに関する日常的な話」，
が明らかになった。このことから父親も母親と同
様，育児不安を低減させるために父親の育児ネッ
トワークが必要なのではないかと考えられる。菅
田・黒田（2006）の乳幼児をもつ父親の育児効
力感についての研究では，仲間づくりの不足が父
親の育児効力感に負の影響を与えることが示唆さ
れている。これらをふまえ，家族以外に育児につ
いて話すことができる友人の有無など，父親の交
友関係が父親の育児ネットワークとして機能する
のではないかと考える。 
　以上より，本研究では、父親の育児ネットワー
クについてその実態を調査したので報告する。さ
らに、育児ネットワークと育児支援等の有無、内
容についても検証し考察した。 
 
方法 
1. 調査方法と調査対象 
　調査対象は0から3歳児の乳幼児をもつ父親と
した。2015年7月から8月にA県B市C市で実施さ
れた乳幼児健診および発達相談を受診した母親に，
調査の趣旨を説明の上，質問紙の受け取りに同意
が得られた場合に無記名の自記式質問紙と返信用
封筒を配布した。 
2. 調査内容 
　父親になることによる発達尺度（森下，2006）
とそれに関わる要因として，個人的要因に親役割
受容感（大日向，1988），家族的要因に夫婦関係
満足尺度（諸井，1996）を用いた。社会的要因
には森下（2006）を参考に職場の子育てについ
ての理解度の項目，森田（2008）を参考にワー
クライフバランスについて，また育児支援の利用
度について尋ねた。実際の育児状況は山西（2011）
を用いた。父親の交友関係として，子どもについ
ての話をする頻度と話をする相手，話をする手段
について尋ねた。基本属性は両親の年齢と就業状
況、子どもの年齢、子どもの性別、出生順、家族
構成について尋ねた。 
3. 分析方法  
　データ集計と分析はSPSS.ver19を用いた。各項
目を集計し，乳幼児を養育する父親の実態把握を
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2. 話す頻度別の群比較結果 
　父親の発達とそれに関わる各要因の結果を子ど
もに関する「話をする群」「話をしない群」でt検
定による群間比較を行なった。 
（1）父親になったことによる発達 
　家族への愛情因子，責任感や冷静さ因子，過去
と未来の展望因子，自由の喪失因子の各因子で
t検定を行なった。そのうち，家族への愛情因子（t
（123） =2.08,p＜.05）と自由の喪失因子（t（123）
=2.82,p＜.01）に有意な差が見られた。家族への
愛情因子では，話をする群の方が話をしない群よ
りも得点が高く，家族への愛情を感じていること
を示す。自由の喪失因子では，話をしない群の方
が話をする群よりも得点が高く，親になることに
よって自由の喪失や拘束感を感じていることを示
す。 
（2）親役割受容感 
　MP尺度得点，MN尺度得点ごとにt検定を行なっ
た。MP尺度得点は話をする群の方がしない群の
方より有意に得点が高く，親役割について肯定的
に捉えていることが示された（t（122）=2.76,p
＜.01）。MN尺度得点は話をしない群の方が話を
する群より有意に得点が高く，親役割について否
定 的 に 捉 え て い る こ と が 示 さ れ た（t（122）
=2.51,p＜.05）。 
（3）夫婦関係満足尺度 
　夫婦関係満足尺度得点は，話をする群の方が話
をしない群より有意に高く，夫婦関係に満足を得
られていることが示された（t（123）=2.24,p
＜.05）。 
（4）育児支援について 
　育児支援の利用・参加経験について尋ねた（図
5）。最も回答が多かったのは，ʻ出産の立ち合いʼ
で約半数以上が経験していた。次いで回答が多
かったのはʻ出産前の子育て教室ʼで協力者の約4
割が参加をしていた。しかし出産後になると育児
支援の参加はいずれも1割前後となった。父親の
場合生まれてからの育児支援の参加は減少傾向に
ある。また約3割の協力者は，出産前後共に育児
支援の参加をしていないと回答した。 
「子どもに関する悩みや相談」，「育児に関する情報
収集」の内容別に話す相手の属性を尋ねた（図2）。
どの内容においても，全体的に子どもがいる相手
に話をする傾向がみられた。「子どもが生まれて
からの友人」の回答は1割前後であり，子どもが
生まれてから友人ができた場合，そのきっかけは，
「母親同士が繋がっている」ことが約7割を占め，
一番多かった（図3）。次いで「育児支援サーク
ルなど育児支援事業」が約4割を占めた。話す際
の手段については，「直接会って」が一番多かった
（図4）。 
 
図2　話をする友人の属性 
 
図3 子どもが生まれてからできた友人のきっかけ 
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方が多かった。一方，「あまりしない・しない」と
の回答が約3割あり，そのうち「しない」と回答
した父親は1割以上存在した。子どもに関する話
を「あまりしない・しない」理由に子どもの話が
できる相手が身近にいないことが挙げられるとす
ると，約3割の回答者が育児支援のキーワードで
ある育児ネットワークが乏しいことになる。また，
ベネッセ教育総合研究所が2014年に行った「乳
幼児の父親についての調査」では，「子育てについ
て話せる友人」について，約5割が「いない」と
回答し，父親の育児ネットワークは築かれにくい
と言える。 
　子どもの話をする相手については，もともとの
友人や職場に関する人で，その相手にも子どもが
いる場合が多く，相手にも子どもがいることが話
をしやすいポイントと考えられる。どちらも父親
の生活環境の中に存在する相手であり，「子どもが
生まれてからできた友人」との回答は1割前後で
あった。これより父親の場合，子どもが生まれて
からの交友関係は広がりにくいことが推察された。
子どもが生まれてから交友関係が広がる場合，そ
のきっかけは，母親同士のつながりが一番多く，
次いで育児サークルなどの育児支援事業が多かっ
た。父親を対象とする育児支援はあまりないのが
現状であるが，やはりそのような機会が父親の育
児ネットワークを広げるために重要であることが
示された。話す内容については，どの相手の場合
にも比較的「子どもに関する日常的な話」が多かっ
た。なかには子どもに関する日常的な話はするが，
子どもに関する悩みや相談，育児に関する情
報収集については話をしないという回答者もい
た。 
　話をする手段については，「直接会って」が一番
多かった。話す相手が職場の人やもともとの友人
など父親の生活の中で日常的に会うことができる
相手のため，直接会って話すという回答が多かっ
たとみられる。反対に，メールや電話などの回答
が少なく，子どもに関する話をするためにわざわ
ざ手段を使っておこなうことはあまりないようで
ある。 
 
図5 育児支援の利用度 
　育児休業の取得経験の有無とその理由および取
得したいと思う条件について尋ねた（表2）。 
表2 育児休業について 
 
　育児支援の利用について，話をする群と話をし
ない群での有意な差は見られなかった。 
（5）実際の育児状況 
　育児項目や育児関与時間に，話をする群としな
い群での有意な差は見られなかった。 
 
考察 
1. 配布および回収結果と対象者の基本属性 
　質問紙450部の配布に対し，回収が126部，回
収率が28％であった。低い回収率となった理由
として，対象者へ直接渡すことができず，妻を介
しての配布になったことが考えられる。質問紙を
受け取った妻が夫へ質問紙を渡すには，ある程度
の夫婦の関係性が必要であると考えられる。また
夫が質問紙を受け取ったとしても，質問項目が多
く気軽に実施できるアンケートではないため，今
回，質問紙のすべてにチェックし返送した協力者
は，比較的夫婦関係が良く，協力的で意識が高い
集団と考えられる。 
2. 父親の交友関係 
　回答者のうち，約7割が子どもに関する話を「よ
くする・たまにする」と回答し，話をする父親の
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　今回乳幼児をもつ父親の交友関係がどのような
ものなのか把握するため，話をする頻度および話
をする相手，その手段について尋ねたが本調査か
らは，乳幼児をもつ父親は育児情報や困りごとが
ないため話すことを必要としていないのか，必要
としているが話をすることができないのか話をし
ない背景まで把握することができなかった。そも
そも父親は子どもに関する話をしたいのか，必要
性を感じているのか，今後父親がどのように感じ
ているのか検討するため父親の話をすることに対
する認識について尋ねていく必要性がある。 
　子どもに関する話をする群としない群で比較し
た際，話をする群の方が，親役割受容感，夫婦関
係満足度，父親になることによる発達尺度のうち
家族への愛情因子と自由の喪失因子で差が見られ
た。これは話をする群の方が，夫婦関係をよく捉
え，親であることや育児に対して肯定的に受け止
めていることを示す。また，ベネッセ（2015）
の調査でも，子育てについて話せる友人がいる方
がいないと回答した群より，子育てについて肯定
的にとらえていた。反対に，子育てについて話せ
る友人がいない群の方がいる群より，育児ストレ
スや育児不安などを感じていた。松田（2011）
によると世帯外の育児ネットワークの規模が大き
いほど母親の育児不安は低く，親族と非親族が適
度に混合しているネットワークの方が，母親の育
児不安は低くなることも明らかにされているが，
父親においても同様に育児ネットワークとして子
どもに関する話を友人にすることやその存在が父
親の育児不安を低減させるために必要であること
が示唆された。父親の交友関係は，父親の精神的
健康だけでなく，夫婦関係と育児不安に関連のあ
る（橘ほか，2008）妻にとっても利点となる。 
　これらのことから，育児中の父親にとって子ど
もに関する話ができる交友関係の構築が必要であ
ると言える。 
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51乳幼児をもつ父親の意識調査
Consciousness investigation of fathers with infants and toddlers
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Abstract 
  The questionnaire was conducted to survey childcare network among fathers with infants and toddlers.  The 
questionnaire was distributed in cities B and C in A prefecture July to August 2015, on the sites of medical check-up 
for infants and toddlers, and growth consultation.  The questionnaire was collected later by mail.  450 questionnaire 
were distributed, and 126 (28%) were collected later.  The questions were; to whom fathers talk about their children 
other than family members, and its frequency, and their usage of childcare supporting services.  The result shows that 
more fathers talk about their children, the better view they have about their marital relationships, and also have more 
positive view about being a father.  It is suggested that it is necessary for the fathers to build up acquaintanceship in 
which they can talk about their children. 
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